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Ｎ１グランプリ・Ｊ１グランプリの取組
Ⓒ岡山県「ももっち」

渟城西小学校では、児童の授業ノートと自主学習ノートを掲示し、児童の学習意欲を高めていま
す。今号では、その取組について紹介します。

～難波指導教諭のつぶやき～

渟城西小学校４年生作

「いつも元気な遠藤先生」

ノート展の取組

教師が赤字で、これらのノートの良いポイントを示し
ています。自分や友達の考えを自分の言葉でまとめて
いるノートや、既習事項とつなげて考えを書いている
ノートなどが多くありました。渟城西小の先生方は、児
童自身の「考えの足跡」をノートに残す指導を大切に
しています。

「賞」に名前をつけて掲示することで、短い言葉でこ
の自主学習ノートの良さを伝えています。
ノートを見た児童から、「私も○○について調べてみ
よう」という声が聞こえてきました。

N1（ノート）グランプリ

参考になる児童のノートを紹介する取組として、授業ノートと自主学習ノートの展示を
学期に１回程度行っています。それぞれ「N１グランプリ」「J１グランプリ」と名前がついて
います。
子どもたちは自分のノートが「N１グランプリ」「J１グランプリ」に選ばれることを楽しみ
に、毎日の授業のノートづくりや自主学習を頑張っています。展示された友だちのノートを
見て、ノートづくりの参考にしている子どももいます。
ノートに書かれた先生方のコメントを読むと、私自身も指導の参考になることがたくさん
あり、自分の指導を振り返る機会にもなっています。

Ｊ1（自主学習）グランプリ

2年生 ３年生

2年生 ６年生

子どもたちは、廊下に展示されているノートを
よく見ています。先生がどんなコメントを書いて
いるか。どんな賞をもらったのか。「このノートの
良さはどこか？」を見付けているように思います。
また、ノートを選ぶ時期になると、職員室でも、
「どんなノートが良いのか？」「どんな視点で
ノートを選んだのか？」など、ノートづくりが話題
になります。職員室での会話が、ノート指導につ
いての共通理解を図る機会になっています。


